
愛知県教育委員会「あいちの学び推進課」
令和8年度公民館主事等社会教育担当者研修会

人と人との関わりから、学びを考える
－「当事場」という場づくり－

アサダワタル（アーティスト、文筆家、近畿大学文芸学部准教授）

公民館をめぐるいま

少子高齢化、価値観の分断、コミュニケーションのオンライン化… 。社会構造
が変わるなかで、公民館の役割も揺らいでいる。学びが「受講」や「成果」へと
狭まりがちな時代に、私たちは“場”の意味を問い直す必要がある。制度を超えて
関係を生む力が、公民館に再び問われている。

↓元自治会館に住み込みながら若者が運営する
私的公民館「いさざ会館」（京都府舞鶴市）↓



多様な学びの場づくり

「多様な学び」とは、形式や内容の多様性だけでなく、関わり方そのも
のの多様性を指す。講座・ワークショップ・地域活動のいずれも、学び
が「誰とどう居るか」にかかっている。学びは内容のみではなく、むし
ろ関係の構築プロセスそのものに宿るのではないか。

↑通称「釜ヶ崎」エリアで、日雇い労働者と観光客と大学生などが昭和の懐かしい映像や音楽を通じて
路上で語り合う地域ワークショップ＠カマン!!メディアセンター（大阪市西成区）↑

今日のテーマ
「地域（コミュニティ）」を
「表現（文化活動）」を通じて
「感性（美的な体験）」から学びなおし

人と人とがつながる小さなアクション

事例１：埼玉県のデイサービスセンターでのアートプロジェクト
ー「施設」にアーティストという「他者」がいるということー

事例２：全国の住み開き事例
ー最小単位のスペースを地域の「場」にすることについてー

事例３：福島県の復興公営住宅でのアートプロジェクト
ー高齢化・流動化するコミュニティのあり方についてー

おまけ（時間があれば）：東京都小金井市での街全体で取り組むアートプロジェクト
ー郊外から考える地域のつながりについてー

事例その１

デイサービスセンターのアーティストが滞在

「クロスプレイ東松山」
取材を重ねテーマソング制作

2022ー2023年度／埼玉県東松山市





住居用マンションサロン運営 208南森町

事例その２ 住み開き 全国各地（2009年ー現在）



住み開き

住み開き（すみびらき）とは、
自宅を代表とするプライベート
な空間の一部を、自分の好きな
ことをきっかけに、人が集える
パブリックな空間へと無理なく
開放すること。



「maruroom」
（奈良・新大宮）

「CHICACU（コミューンときわ内）」
（埼玉・浦和）



「いさざ会館」
（京都・舞鶴）

「雑魚寝館」
（大阪・堺浅香山）

「グループ・スコーレ」
（大阪・泉北ニュータウン）

「岡さんの家」
（東京・世田谷）



「つどいの場オーナー制度」
（兵庫・西宮）

お店でもなく、公共施設でもなく。

無理せず自分のできる範囲で自分の好きな
ことをきっかけにちょっとだけ開いている
こと。

だからと言って昭和初期の地域コミュニ
ティにあるような開きっぱなしというのと
もちょっと違う。

とにかく「私」があらゆる条件の核になる。
しかしただのエゴではない。

個人宅をちょっとだけ開くことで小さ
なコミュニティが生まれ自分の仕事や
趣味の活動が他者へと自然に共有され
ていく

金の縁ではなく
血縁でもなく
地縁でもない
社縁でもない

「第三の縁」の編集をする場所

事例その３

復興公営住宅でのつながりづくりのための
ラジオ、バンド、歌声喫茶・・・

「ラジオ下神白(しもかじろ)」

2016ー2020年度／福島県いわき市
※現在は映画上映などを通じて活動継続



コミュニケーションの
「あいだ」に挟むものがあれば・・・
それが「表現」のひとつの役割

「あいだ」に挟むものがあれば・・・
「個人」がより見えてくる。

「個人」がありのままの姿で尊重され
つながれることが、

これからのコミュニティづくりでは大事ではないか・・・











★







【従来型の「当事性」に着目した支援コミュニケーションモデルの図】
左側に立つのは、「強い当事者性」を持つ人で、例としては「知的障害の当事者」などを指す。障害当事者である以外も、さま

ざまな属性を持つが、「強い当事者性」が全面にくることで他の属性は見えにくくなり、「支援される人」と定義される。右側
に立つのは、「強い当事者性と向き合う属性」を持つ人で、例としては福祉施設などの「支援スタッフ」などを指す。この人も
様々な属性を本来は持つが、「強い当事者性と向き合う属性」が全面にくることで「支援する人」として定義される。

本モデルでは、お互いが様々な属性を持つ存在であるということは見えにくくなり、「支援される人 ⇔支援する人」の単純な
構造に陥り、非対称的な関係が生まれやすくなる。（原案：アサダワタル／描画：くぼやままさこ）

【多様な属性を分かち合うための「場」に着目した支援コミュニケーションモデルの図】
左側に立つのは、「強い当事者性（知的障害の当事者など）」を持つ人で、自分の様々な属性のうちの一つを「当事場」に投げ

入れている。右側に立つのは「強い当事者性と向き合う属性（支援スタッフとしてなど）」を持つ人で、同じく自分の持つ様々
な属性のうちの一つを「当事場」に投げ入れている。
「障害当事者」と呼ばれてきた人の個々の属性は、時に“こだわり”や“生活行為”として現れ、それらはときに“表現”や“作品”と

して「当事場」に浮かび上がる。このとき、従来「支援者」という属性でのみ関わってきた人も、興味関心や特技、私的背景を
「当事場」に持ち出すことになり、混ざり合っていく。そこでようやく、「強い当事者性」や「強い当事者性と向き合う属性」
は、その人を構成する一つの要素として前面にくることなく後退する。（原案：アサダワタル／描画：くぼやままさこ）



学びの社会化

学びは、誰かが教える行為ではなく、関係の中で生成する出来事である。
公民館はその原点を思い出すための場となりうる。教える／られる、支
援する／されるという関係を編み直すための場づくり。〈当事場（とうじ
ば）〉という概念を補助線に、知識伝達を超え、共に居ることから始まる
“学びの社会化”を提案したい。 ↓障害のある人たち、ない人たちが共に「障害」「個性」「表現」について考える

展覧会×トーク企画「まなざしラジオ」＠東京芸術劇場（東京都豊島区）↓

おまけ 想起のボタン・想起の遠足
市民ひとりひとりの記憶が編みなおされる展覧会とツアー

東京都小金井市（2015-2017）









公民館のミライを考える
未来の公民館は、知識を教える場所から、共に生きる感覚を再構築する場
へ。それは「学び」と「生き方」の境界をほどく実験でもある。学びを制
度として設計するのではなく、出来事（関係性のプロセス）として観察す
るとき、何が見えてくるか。〈当事場〉の視点は、公民館の運営や政策に
も新たな文法をもたらす。今私たちが問うべきは、“何を教え合うか”では
なく、“何（学びの対象）を肴に誰とどんな関係をつくるか”ではないか？

↑アサダが考案した演奏しながら対話ができるコミュニケーション装置「ドラテーブル」を使った場づくり↑

いろいろお話しましたが
これらのコミュニティづくり活動は
そこに携わる「私」が「個性」を埋もれさせず
「楽しい」と思えることがとても重要だと思い
ます。

よって
「課題解決」だけを念頭に置かず
「価値創造」に目を向ける視点も必要ではない
でしょうか。

公民館の職員や社会教育の担い手は、どうしても「住
民のニーズを理解し、適切な学習機会を提供する側」
に置かれます。

でも当事場の視点から見ると、その職員自身も、参加
者との関わりによって変わる存在です。

つまり、公民館を「住民が学ぶ場所」としてだけ考え
るのではなく、住民と職員が、それぞれの役割を少し
はみ出して、互いに学び直す場所として捉えることも
できるのかもしれませんね。



ご静聴ありがとうございました！


